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園芸施設共済　集団加入割引について
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収入保険は青色申告をしている農業者であれば、どなたでも加入できます。
県内の農家さんの「加入の決め手」についてうかがいました。収入保険特集　「私の決め手」

ͭͳ͗༥ࢿΛແརࢠͰରԠʂ
ɹ収入保険Ͱ͸ɺ೶業ऀ͝ͱͷ収入Λ੫務ؔ܎ॻྨʹΑり֬ೝ͠ิͯΜۚΛ支෷
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りΜ͝΍ϒルーϕϦーͳどͷՌथ中৺Ͱ͕͢ɺ
ͦ͹΍ਫҴɺ໺ࡊͳどଟ඼໨Λ࠿ഓ͍ͯ͠·͢ɻ
家଒͚ͩͰͳ͘ै業һͷޏ༻ΛकΔ੹೚͕͋り·
͢ɻՌथࡁڞͷಛఆة険ํࣜʹՃ入͍ͯ͠·ͨ͠
͕ɺ͜ͷํ͕ࣜഇ͞ࢭΕΔ͜ͱ΋͋ͬͯ収入保険
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高崎市 佐藤 健さん

栽培作物　うめ

館林市 ㈲多々良フレッシュファーム

小林 幸枝さん　瀧野瀬 雅彦さん

栽培作物　いちご　水稲　
麦　野菜

伊勢崎市 赤石 和之さん

栽培作物　なす　ほうれん
そう

みなかみ町 本多 圭仁さん

栽培作物　りんご　ブルーベリー　
そば　水稲　野菜
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令
和
元
年
�
月
よ
り
生
産
出
荷
団
体
等
、
集
団
で

園
芸
施
設
共
済
に
ご
加
入
い
た
だ
く
と
掛
金
等
の
割

引
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
割
引
条
件
及
び
割
引
率

　
①�

一
斉
加
入
受
付
（
※
）
を
行
い
組
織
内
の
加
入

率
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
�
割
を
超
え
た
場

合
に
掛
金
の
�
％
を
割
引
。

　
②�

��
人
以
上
の
構
成
員
が
一
斉
加
入
受
付
を
行
っ

た
場
合
に
事
務
費
の
��
％
を
割
引
。

　
③�

�
人
以
上
��
人
未
満
の
構
成
員
が
一
斉
加
入
受

付
を
行
っ
た
場
合
に
事
務
費
の
��
％
を
割
引
。

　
右
の
条
件
に
加
え
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん
ま
と
協
定

書
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
協
定
書
の
概
要
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
生
産
出
荷
団
体
等

　
①�

園
芸
施
設
共
済
等
に
原
則
加
入
す
る
こ
と
。

　
②�

ハ
ウ
ス
の
保
守
管
理
を
行
う
こ
と
。

　
③�

名
簿
等
に
よ
り
、
構
成
員
の
人
数
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
ぐ
ん
ま
に
提
供
す
る
こ
と
。

○
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん
ま

　
①�

一
斉
加
入
受
付
の
結
果
に
よ
り
、
掛
金
等
の
割

引
を
行
う
こ
と
。

　
既
に
協
定
書
の
締
結
及
び
一
斉
加
入
受
付
を
行

い
、
掛
金
等
の
割
引
が
適
用
さ
れ
た
生
産
出
荷
団
体

等
も
あ
り
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
所
属

す
る
生
産
出
荷
団
体
等
で
本
制
度
の
活
用
を
ご
検
討

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、最
寄
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
電
話
で
の
対
応
に
加
え
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば
生
産

出
荷
団
体
等
の
集
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ご
説

明
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、集
団
加
入
以
外
に
割
引
制
度
が
導
入
さ
れ
、

骨
格
の
主
要
部
分
が
��
・
�
㎜
以
上
の
太
さ
の
パ
イ

プ
に
よ
り
造
ら
れ
て
い
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
に
つ
い

て
、
掛
金
の
��
％
を
割
引
い
た
し
ま
す
。

　
近
年
、
暴
風
・
集
中
豪
雨
・
豪
雪
等
、
異
常
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
割
引
制
度
を
ご
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
掛
金
等
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

万
が
一
の
災
害
に
備
え
園
芸
施
設
共
済
へ
の
ご
加
入

を
お
勧
め
し
ま
す
。

ɹࡏݱɺ͝ Ճ入͍͍͍ͨͩͯΔՌथࡁڞʮಛఆة険ํࣜʯ͸ɺྩ ࿨̏೥࢈Λ΋ͬͯഇࢭͱͳり·͢ɻ
ɹͦ͜Ͱɺಉํࣜʹ代ΘΔิঈ੍౓ͱͯ͠「収入保険」΁ͷҠߦΛ͓קΊ͓ͯ͠り·͢ɻ
ɹ͢΂ͯͷ೶࢈෺͕ิঈର৅ͱͳΔ収入保険͸ɺՌथࡁڞʹൺ΂ʮิ͍޿ঈൣғʯͱͳ͓ͬͯり
·͢ɻͥͻɺ収入保険΁ͷՃ入Λ͝ݕ౼͍ͩ͘͞ɻ

青
色
申
告
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
農
業
者
の
皆
さ
ん
、青
色
申
告
を
始
め
る
場
合
、難
し
い
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
そ
こ
で
、
青
色
申
告
の
概
要
、
税
金
面
で
優
遇
さ
れ
て
い
る
内
容
等
に
つ
い
て
、

税
理
士
さ
ん
に
解
説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

園
芸
施
設
共
済

割
引
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
‼

ऩೖอ険
Ռथࡁڞに͝Ճೖのօ༷へ

ϙΠϯτ
ɹऩೖอݥͷՃೖର৅ऀ͸ɺ青色申告Λ͍ͯͬߦΔ೶͕ऀۀର৅ͱͳ͓ͬͯΓ·͢ʂ
͹ɺྩ͑ߦΛࠂΕ͍ͯΔํ΋ྩ࿨̎೥෼͔Β੨৭ਃ͞ࠂɺന৭ਃࡏݱ　 ࿨̐೥͔࢈ΒՃ入Ͱ͖·͢ɻ

Ｑ
．
青
色
申
告
は
難
し
く
な
い
？

Ａ
．�　
青
色
申
告
を
始
め
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
白
色
申
告
と
様
式
も
変

わ
る
た
め
難
し
い
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
手
間
も
ほ
ぼ
同
じ
で
決
し

て
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

�　
青
色
申
告
の
「
簡
易
簿
記
」
で
あ
れ
ば
、
白
色
申
告
と
同
じ
単
式

簿
記
で
あ
り
、
様
式
も
収
入
金
額
や
経
費
の
欄
の
項
目
に
大
き
な
違

い
は
な
く
、
収
支
の
把
握
の
仕
方
に
差
が
少
な
い
こ
と
か
ら
青
色
申

告
は
決
し
て
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

�　
ま
た
、白
色
申
告
の
方
に
も
、平
成
��
年
分
か
ら
帳
簿
を
備
え
付
け
、

収
入
や
必
要
経
費
に
つ
い
て
記
帳
し
、
帳
簿
と
請
求
書
・
領
収
書
等

の
書
類
を
保
存
（
５
～
７
年
）
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

�　
同
じ
記
帳
を
す
る
な
ら
、
税
制
上
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
青
色
申

告
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
青
色
申
告
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ
．
①
青
色
申
告
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　

�　
「
複
式
簿
記
」
で
あ
れ
ば
最
高
��
万
円
、「
簡
易
簿
記
」
で
最
高
��

万
円
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
②
損
失
の
繰
越
し
が
で
き
ま
す
。

　
　

�　
純
損
失
額
を
翌
年
以
後
３
年
間
（
法
人
は
��
年
間
）
に
わ
た
っ
て

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
③�

青
色
事
業
専
従
者
給
与
を
必
要
経
費
と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

　
　

�　
事
業
主
と
生
計
が
一
で
あ
る
配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族
（
��
歳
以

上
）
の
事
業
専
従
者
給
与
の
全
額
を
必
要
経
費
に
算
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　
④
そ
の
他
の
メ
リ
ッ
ト

　
　

�　
自
ら
の
経
営
状
況
を
把
握
で
き
る
と
い
う
経

営
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
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特定危険方式廃止に伴う青色申告への移行スケジュール

Ռथࡁڞ

੨৭ਃࠂਃ੥

ऩೖอݥ

▼令和２年産加入申込 ▼令和３年産加入申込 ▼令和４年産から
　特定危険方式に加入できない

▼青色申告承認申請書の提出
（令和２年の所得から青色申告へ）

▼令和２年青色申告

ྩ࿨ɹݩ೥౓ ྩ࿨ɹ̎೥౓ ྩ࿨ɹ̏೥౓ ྩ࿨ɹ̐೥౓

令和４年　加入申請手続 期間 収入保険　保険期間
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ɹࡢ೥౓͓支෷͍ͨ͠Րࡂʹର͢Δۚࡁڞͷ͏ͪɺ΋ͬͱ΋ଟ͔ͬͨൃੜݪҼ͸ɺྨম（ଞͷ家
԰͔Βग़ͨՐ事͕͕޿りম͚ͯ͠·͏ɺ͍ΘΏΔ΋Β͍Ր）ʹΑΔ΋ͷͰͨ͠ɻ͜ͷ৔合ɺग़Ր
ഛঈΛෛΘͤͳ͍͜ͱ͕๏཯ͰఆΊΒΕ͍ͯΔͨ֐りɺଛݶҙ·ͨ͸ॏେͳաࣦ͕ͳ͍ނ͸ʹݩ
Ίɺେ੾ͳզ͕家͕ྨমʹΑりম͚ͯ͠·ͬͯ΋ɺࣗ͝਎Ͱ͠ݐ࠶ͳ͚Ε͹ͳり·ͤΜɻ͖ٽ৸
入りͱͳΒͳ͍ͨΊʹ΋ɺࡁڞ（保険）΁ͷՃ入͸େ੾Ͱ͢ɻ

ɹͱ͜ΖͰɺ஍਒ʹΑΔʮՐࡂʯ͸ɺʮՐࡁڞࡂ（保険）ʯͰ͸ิঈ͞Εͳ͍͜ͱΛ͝ଘ͡Ͱ͔͢ʁ
ʮՐࡁڞࡂ（保険）ʯͳͷʹͳͥͰ͠ΐ͏͔ɻ
ɹࡁڞ（保険）੍౓͸ɺඃ͖ͨى͕֐ͱ͖ʹ͕ۚࡁڞ支෷͑ΔΑ͏ʹɺ౷ֶܭ（աڈͷσーλͷ
֬཰）Λ΋ͱʹɺֻۚΛઃఆ͍ͯ͠·͢ɻ͔͠͠ɺ஍਒ͳどͷఱࡂ͸ɺ͍ͭɺどΕ͘Β͍ͷن໛
Ͱ͜ىΔ͔Λ༧ଌ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͣɺֻۚΛઃఆ͢Δ͜ͱ͕ඇৗʹࠔ೉ͳͷͰ͢ɻԾʹɺେن໛
ͳ஍਒͕ൃੜͯ͠ലେͳۚࡁڞΛʮՐࡁڞࡂ（保険）ʯͰ支෷ͬͨ৔合ɺ੍౓ͦͷ΋ͷ͕ഁ୼͠
ͯ͠·͏ͨΊɺʮՐࡁڞࡂ（保険）ʯͷର৅ͱ͍ͯ͠ͳ͍ͷͰ͢ɻ

ɹ「総合共済」͸ɺ஍਒ΛؚΉࣗવ֐ࡂʹΑΔ事ނ΋ิঈର৅ͱ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹʮՐࡁڞࡂʯΑり΋ֻۚ͸高ΊͷઃఆͰ͕͢ɺ஍਒ʹΑΔඃ֐ʹ͸࠷େͰՃ入ֹۚͷ��ˋ·
Ͱิঈ͠·͢ɻ
ɹ༧ଌࠔ೉ͳ֐ࡂʹ΋͔ͬ͠りඋ͑ΔΑ͏ɺ「総合共済」΁ͷՃ入（Ր͔ࡁڞࡂΒ総合ࡁڞ΁ͷ
੾りସ͑・৽نՃ入）Λ͓קΊ͠·͢ʂʂ

ɹ݄͔̔Βಋ入ͨ͠γεςϜڥ؀Αり一部ͷࣈ׽ද4*+）ه དྷͷै͕（֨ن +*4�� ͔Β
+*4����ʹม͞ߋΕ·ͨ͠ͷͰɺօ༷ͷ͝理ղͷ΄どΑΖ͓͍͍ͨ͘͠͠ئ·͢ɻ

ࡁڞ෺ݐ
͜Ε͔Βのقઅɺۭ �૩͠ɺס͕ؾ
Րൃ͕ࡂੜ͠΍͘͢ͳΓ·͢ɻ

̨̞̖̤̣ݝഅ܈ ঁੑのձ૯ձɾݚमձΛ։࠵ʂ
ɹ�݄ ��೔（݄）ɺ೶業ࡁڞձ館ʹͯʮ܈അੑঁ̨̞̖̤̣ݝͷձ�総ձ
参Ճ͠·ͨ͠ɻ໊͕��ऀ܎ؔ・Εɺձһ͞࠵मձʯ͕։ݚͼٴ
ɹ総ձͰ͸ɺখ໺�ޫࢬձ長（໌࿨ொ）ɺੴ田専務理事ͷѫࡰʹଓ͍ͯɺ܈
അݝ೶੓部ٕज़支ԉ課�٢岡�ਖ਼໌�ීࢦٴಋ室長͕ॕࣙΛड़΂·ͨ͠ɻٞ事
Ͱ͸ɺฏ੒̏̌೥౓事業報ٴࠂͼྩ࿨ݩ೥౓事業ܭ画ͷઆ໌ͷޙঝೝ͞Εɺ

ձٞͷ報ࠂ事߲ͱͯ͠収入保険ͷ֓ཁฒͼʹબ୒ͷ事ྫʹ͍ͭͯਅԼ総務部長͕આ໌Λ͠·ͨ͠ɻ
ɹձٞޙͷݚमձͰ͸ʮ͋ͳͨͷ݂؅೥ྸ͸͍ͭ͘ʁ݂؅ͱੜ׆श׳ͷ࿩ʯͱ୊͠ɺ܈അݝཱݝ
ຽ݈߁Պֶେֶֶޢ؃部؃
ͱڭॿࢠ߁�Պͷେᖒֶޢ
∁橋�ඒึࢠॿ͔ڭΒߨԋ
ͱʮস͍ϤΨʯͷ࣮ԋ͕ߦ
ΘΕେ޷ධͰͨ͠ɻ

N O S A I௨৴
৽͍͠ଛ֐ධՁձ໾һ͕ܾ定͠·ͨ͠ɻ
ɹ�݄ ��೔ɺ໾һվબظʹ൐͍ଛ֐ධՁձҕһձٞͱݚमձ͕։͞࠵
Εɺ໊͕ؔ̒̕ऀ܎ग़੮͠·ͨ͠ɻ

ɹձٞͰ͸ɺ৽ձ長ʹਿ田�৽࿡ࢯ（ઍ代
田ொ）͕ޓબ͞ΕɺنఆʹΑりଛ֐ධՁ
ձͷ֤部ձ長ٴͼ৬務代͕ߦձ長Αりࢦ
໊͞ΕԼஈදͷͱ͓りʹܾఆ͠·ͨ͠ɻ

ɹଛ֐ධՁձͷ೚ظʹ͍ͭͯ͸೚
໋೔Αり̏೥ͱͳり·͢ɻ·ͨɺ
�৅୆Αり中ଜؾमձͰ͸ɺ前橋ݚ
理ؾ�ܙ৅情報׭Λ͓ট͖͠ɺʮۙ
೥ͷ܈അݝͷؾ৅ʹ͍ͭͯʯߨԋ
·ΘΕߦ͕
ͨ͠ɻ

群馬県農業共済組合損害評価会役員名簿
໾৬໊ ໊ࢯ ॴଐ

ଛ ֐ ධ Ձ ձ ௕ ਿ　ా　　৽　࿡ ॴʢઍ୅ాொʣࢧྛؗ
ଛ ֐ ධ Ձ ձ ௕ ৬ ຿ ୅ ߦ ా　ଜ　　ར　ߦ ज़ηϯλʔॴ௕ٕۀ೶ݝഅ܈

೶ ࡞ ෺ ڞ �ࡁ
ਫ Ҵ ෦ ձ

෦　ձ　௕ ާ　　　　࡚　ٶ த೭৚ࢧॴʢ౦࠺ޗொʣ
৬ ຿ ୅ ߦ ُ　Ҫ　　࿨　༤ લࢧڮॴʢલࢢڮʣ

೶ ࡞ ෺ ڞ �ࡁ
ഴ ෦ ձ

෦　ձ　௕ ઙ　࢘　݈　　ݟ ౻Ԭࢧॴʢ౻Ԭࢢʣ
৬ ຿ ୅ ߦ ԕ　౻　　߂　Ұ ଠాࢧॴʢଠాࢢʣ

Ո ச ڞ ࡁ ෦ ձ
෦　ձ　௕ ࠭　௕　　৳　࢘ ৔௕ݧࢼ࢈சݝഅ܈
৬ ຿ ୅ ߦ ෋　ా　　　　޹ ՝௕࢈೶੓෦சݝഅ܈

Ռ थ ڞ �ࡁ
Γ Μ ͝ ෦ ձ

෦　ձ　௕ দ　Ӭ　　޾　༤ পాࢧॴʢপాࢢʣ
৬ ຿ ୅ ߦ খ　ྛ　　ٛ　ত த೭৚ࢧॴʢத೭৚ொʣ

Ռ थ ڞ �ࡁ
ͳ ͠ ෦ ձ

෦　ձ　௕ ࢤ　ཛྷ　　௚ेޒ ʣࢢ࡚ߴॴʢࢧ࡚ߴ
৬ ຿ ୅ ߦ ా　প　　　　ਗ਼ ౻Ԭࢧॴʢ౻Ԭࢢʣ

ാ ࡞ ෺ ڞ �ࡁ
େ ౾ ෦ ձ

෦　ձ　௕ Ԟ　ઘ　　҆　࿡ ौ઒ࢧॴʢौ઒ࢢʣ
৬ ຿ ୅ ߦ দ　Լ　　　　ത ҏ੎࡚ࢧॴʢۄଜொʣ

ാ ࡞ ෺ ڞ �ࡁ
ࢋ ຨ ෦ ձ

෦　ձ　௕ Ԭ　໺　　ढ़　඙ ओ؂ݜԂܳ՝ࢳࢋ೶੓෦ݝഅ܈
৬ ຿ ୅ ߦ খ　ࢁ　　　　૱ ௕࣍Ԃܳ՝ࢳࢋ೶੓෦ݝഅ܈

Ԃܳࢪઃࡁڞ෦ձ
෦　ձ　௕ খ　ઘ　　ৎ　੖ ज़ηϯλʔԂܳ෦௕ٕۀ೶ݝഅ܈
৬ ຿ ୅ ߦ ദ　　　　ণ　޺ ௕ہ຿ࣄձڠԂܳݝഅ܈

೚ ҙ ڞ ࡁ ෦ ձ
෦　ձ　௕ Ҵ　ݪ　　৴　ߦ ૯຿෦ফ๷保҆՝௕ݝഅ܈
৬ ຿ ୅ ߦ ླ　໦　　ढ़　य़ ݧܦֶࣝ ʢऀ̨̙اըઃܭ୅දऔక໾ʣ

ࢉి
Ճೖऀのօ༷へɺ̣ ̨̤̖̞Ͱ࢖༻͍ͯ͠Δ�
Ұ෦มΘΓ·ͨ͠ɻ͕هのදࣈ׽

ਿా�৽࿡　৽ձ௕
ʢઍ୅ాொʣ

খ໺�ޫࢬ　ձ௕
ʢ໌࿨ொʣ

େᖒࢠ߁�　ॿڭ ڭॿ　ࢠ�ඒึڮ∁
ձһ͞Μͨͪ͏ߦमͰস͍ϤΨΛݚ

தଜ�ཧؾ　ܙ৅৘ใ׭
ʢલؾڮ৅୆ʣ

ଛ֐ධՁձͱ͸ʁ
ͼٴࢭͷ๷֐Δଛ܎ʹނࣄࡁڞ
ೝఆʹؔ͢Δॏཁ߲ࣄʹ͍ͭͯ
ௐࠪ৹ٞ͢ΔؔػͰ೶ۀ保険๏
ʹΑΓఆΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ

ʢ܈അݝཱݝຽ݈߁Պֶେֶֶޢ؃෦ֶޢ؃Պʣ

辻本さん　➡　辻本さん
（ྫ）

ɿ˞Ұ෦ͷࣈ׽දه ʮ͕Ұ఺͠Μʹΐ͏ʯ͔ Βʮೋ఺͠Μʹΐ͏ʯʹ มΘΔ౳
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˙ɹۀࣄ෦˙ɹ؂ࠪࣨ ˙ɹࣄࢀɾ෦௕

˙ɹ૯຿෦

ɹʮඋ͑ͷछΛ·͜͏ɻʯͪͨࢲ
/04"* ৬һ͸೶業ऀͷ経Ӧ҆ఆΛ໨
େΛ࣮ફ֦͠・ٴɺ೶業保険ͷී͠ࢦ
·͢ɻຊ೥౓͸ʮ͋ͳͨͷʰ΍Δؾʱ
޲事Λม͑ΔɹϞνϕーγϣϯ࢓͕

্ज़ʯͱ୊͠ɺ༗ݶձࣾ�ౡ田ڭҭ総合ڀݚ所ͷౡ田�
ٛ໵ߨʹࢣߨ�ԋ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ
ɹ�݄ ��ɺ��೔ͱ �೔ؒʹ͔͚શ৬һΛର৅ʹͬߦ
ͱ͍͖͍͔ͨͯ͠׆ʹͷ業務ޙࠓमΛݚͨ
ɻ͢·͍ࢥ

コンプライアンス研修を実施
代表監事等互選
結果のお知らせ

ɹ�݄��೔（݄）܈അࢢݝொଜ
ձ館ʹͯ監事ձ͕։͞࠵ΕɺҎԼ
ͷͱ͓りܾఆ͠·ͨ͜͠ͱΛ͝報
ɻ͢·͍ͨ͠ࠂ

代ද監事
ɹۚࢠɹਖ਼一（༢ָொ長）
ୈ二監事
ɹ中ᖒɹت߃（東࠺ޗொ長）
監事
ɹݪ܀ɹ࣮ɹ（൘૔ொ長）

こんにちは！
NOSAIぐんまです。
～前号に続いて、本所の職員を紹介します～

農業保険やNOSAIに関する
ご不明な点は

気軽にお問い合わせください！！

組合長理事

副組合長理事

専務理事

参事

監事 総代

監査室

総務部 事業部

総務課 経理課 企画情報課 収入保険課 事業一課 事業二課 家畜診療所
（中央・中部・北部）

理事

伊勢崎支所

西部グループ中部グループ 北部グループ 東部グループ

前橋支所 高崎支所 藤岡支所 富岡支所 渋川支所 沼田支所 太田支所 館林支所中之条支所 みどり支所

群馬県農業共済組合機構図

令和元年９月１日現在

Ұ՝ۀࣄ

ը৘ใ՝ا
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ཧ՝ܦ
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Ұྻ໨ʣਿ࡚ɺޱࢁ

৓ాɺӬҪࣨ௕ ೋྻ໨ʣٶ઒ɺԮ໺ɺ୩ଜɺؔޱ
Ұྻ໨ʣ෢࢜ɺ౻໺ɺதཬ՝௕ɺݪ܂ɺ֯ڮ
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Ұྻ໨ʣ൧௩ɺੴా

தԝՈச਍ྍॴ
෦௕ۀࣄɾ૯຿෦௕ɾࣄࢀ

ਅԼ૯຿෦௕ɺ൓ொࣄࢀɺখ໺ۀࣄ෦௕
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地域の皆さんを紹介します

えが お いきいきで
地域の皆さんを紹介します

えが お いきいき
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ɹ೶業ࡁڞ৽ฉ͸ɺ೥ؒߪಡྉ�
���ԁͰɺຖि̍ճਫ༵೔ʹൃ͍ͯ͠ߦ·͢ɻ೶業
保険͚ͩͰͳ͘ɺ೶家ͷӦ೶ͱ฻Β͠ʹ໾ཱͭ情報͕ຬࡌͰ͢ɻ
ɹߪಡྺ��೥ʹͳΔ҆中ࢢɹଜҪ田�࿨෉�͞Μ（̓̐）͔ΒͤدΒΕͨײ૝Λ͝঺հ
͠·͢ɻ

「地域の安全のために」

「長野原の牛乳を広めたい」
　長野原町北軽井沢の重原さんは、大学卒業後、北海道の酪農家で技術を学
び、２５歳の時に実家のＫＣ牧場に就農しました。現在、従業員７名と約
５０㌃の敷地に３００頭の乳牛を飼育しており、年間３０００㌧の牛乳を
出荷しています。
　共進会で数々の賞を受賞している重原さん。「酪農は授精から搾乳まで
全体を通して魅力的な仕事」と笑顔で話します。
　今後は、飼養頭数を増やし年間５０００㌧の牛乳出荷を目指すことと、
多くの人に長野原の牛乳を知ってもらえるよう、地元の酪農家で結成した
『ちえのわ事業組合』で、ブランドを立ち上げることを目標としています。

　太田市の須藤さんは、高校卒業後に４年間の会社勤めをした後に就農。
５０年以上農業を営んでいます。現在は水稲約１０㌶、麦５㌶を中心に栽
培を行っています。
　ＮＯＳＡＩの役員（総代・損害評価会委員・ＮＯＳＡＩ部長）として
活躍している一方で、３０年以上の長年にわたり太田交通安全協会のメ
ンバーとして活動している須藤さん。交通安全運動週間には街頭指導を
行い、通行する車や歩行者等に交通安全を呼びかけ地域の交通安全に尽
力しています。「これからも地域の交通安全のために、事故ゼロを目標
に活動していきたい」と力強く語ってくれました。

　長野原町北軽井沢の重原さんは、大学卒業後、北海道の酪農家で技術を学
び、２５歳の時に実家のＫＣ牧場に就農しました。現在、従業員７名と約
５０㌃の敷地に３００頭の乳牛を飼育しており、年間３０００㌧の牛乳を
出荷しています。
　共進会で数々の賞を受賞している重原さん。「酪農は授精から搾乳まで
全体を通して魅力的な仕事」と笑顔で話します。
　今後は、飼養頭数を増やし年間５０００㌧の牛乳出荷を目指すことと、

ＫＣ牧場

長野原町北軽井沢

重原 康男さん（３６歳）

太田市菅塩町
須藤 征俊さん（７７歳）

みどり市笠懸町
あざみ農園

伊勢崎店 みどり店

●問い合わせ

みどり店
住所　　：みどり市笠懸町西鹿田　４３１
定休日　：月・木曜日
営業時間：１０：００～１３：００、１５：００～１８：００
TEL　　：０２７７－３２－５６７０

伊勢崎店
住所　　：伊勢崎市宮子町　３５３１－２
定休日　：月曜日
営業時間：１０：００～１７：００
TEL　　：０２７０－６１－９５５９
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子
供
が
被
害
に
遭
う
事
件
防
止
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

子
供
が
被
害
に
遭
う
事
件
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

登
下
校
中
の
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る
に
は
地
域
の
目
が
必

要
で
す
。

　

県
内
で
は
各
種
団
体
の
方
や
住
民
の
方
々
に
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
１８
歳
未
満
の
人
を
対

象
と
し
た
不
審
者
情
報
で
は

　

夕
方
（
午
後
４
～
６
時
）
が
一
番
多
く

　

場
所
は
路
上
（
通
学
路
）
が
８
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
や
掃
除
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
買

い
物
な
ど
を
通
じ
て
、
特
に
下
校
時
間
に

は
子
供
を
気
に
か
け
て
い
た
だ
き
、
日
常

生
活
の
中
で
子
供
た
ち
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

群
馬
県
警
察
か
ら
の

お
し
ら
せ

　

２
０
０
７
年
に
設
立
さ
れ
た
あ

ざ
み
農
園
で
は
、
減
農
薬
と
環
境

に
も
配
慮
し
た
水
耕
栽
培
の
ミ
ニ

ト
マ
ト
や
ジ
ャ
ム
・
ケ
チ
ャ
ッ
プ

と
い
っ
た
加
工
品
の
ほ
か
、
季
節

の
野
菜
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
一

押
し
の
商
品
は
「
飲
む
ト
マ
ト
酢
」。

ト
マ
ト
そ
の
も
の
を
発
酵
さ
せ
て

作
っ
た
お
酢
は
、
血
行
促
進
や
安

眠
等
に
も
効
果
が
あ
り
、
県
内
だ

け
で
な
く
全
国
各
地
に
リ
ピ
ー

タ
ー
が
い
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で

す
。

　

み
ど
り
市
と
伊
勢
崎
市
に
店
舗

を
構
え
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

ＮＯＳＡＩぐんま
本所　企画情報課
TEL027-251-5631

【お問い合わせ先】

「みんなで つくろう 安心の街」

群
馬
県
警
察
本
部　

子
ど
も
・
女
性
安
全
対
策
課

☎
０
２
７
‐
２
４
３
‐
０
１
１
０

・ホームページ
URL：http://www.azami-farm.com/

公益財団法人群馬県防犯協会から
「ぐんまちゃん防犯ブザー」を
5名様にプレゼント

農業共済新聞を購読してみませんか？

ʮ๷෩林ʯͷίϥϜ΍ɺશ͔ࠃΒ౤ߘͷ͋Δʮ͋ͥಓʯͷه事Λָ͠
みʹ͍ͯ͠·͢ɻͦΕʹɺ೶業情勢΍਎ۙͳ࿩୊·Ͱ෯͍ͯͬࡌ͘޿
Δͷ΋ྑ͍Ͱ͢Ͷɻ૬ଓʹབྷΉʮ๏཯૬ஊʯͷճ౴΍ɺ਌ؒࢠʹ͓͚
Δʮڭҭ૬ஊʯ΋ڵຯਂ͍Ͱ͢ɻ
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ハリラ風豆のスープ

① 玉ねぎ、にんじん、セロリ、トマトは 5㎜角の角切りにする。
牛肉は細切りにして軽く塩コショウ。豆は水けを切っておく。

② 鍋にオリーブオイル（分量外大さじ 1）を入れて中火で熱し、
小麦粉（分量外大さじ 2）をまぶした牛肉を色が変わるまで炒
める。

③ 玉ねぎ、セロリを加え、しんなりと透き通るくらいまで炒める。
にんじんを加え、塩少々（分量外）と炒めたら、トマトを加え、
蓋をして 5 分程蒸し煮。

④ 固形スープの素と水、豆類を加え、一煮立ちさせ、シナモンパ
ウダー、クミンパウダー、カレー粉、ショウガを加え、塩、コショ
ウで味を調える。器に盛り、パクチーを飾る。

長谷川 恵理子長谷川 恵理子

　大豆など国産の豆類の旬は、秋から冬。直売所等で様々な品種の豆が並んでいます。大豆に
含まれる栄養素は、たんぱく質をはじめ、脂質、糖質、ビタミン B1、ビタミン E、葉酸、カ
リウム、マグネシウム、リン、鉄、亜鉛、銅など。その反面コレステロールが全く含まれてい
ないことも分かっています。
　乾燥豆を戻してお好みの食感でつくるスープもおススメ。水に浸す時間がないという方は炊
飯器を使って簡単に戻せます。豆の分量の 3 倍の水を入れて炊飯スイッチを押すだけ。約 1
時間ほどでふっくら柔らかの水煮に仕上がります。水に流して薄皮を取り除いて出来上がり。
お湯から煮ると柔らかめの水煮になります。

お豆の
ひと言アドバイス

材 料 作り方

表紙について

　高崎市吉井町上奥平の金澤文雄さん（69）は、NPO 法人『ふるさ
と再生ネットワーク』の代表を務めています。平成２３年に法人を立
ち上げ、現在、ボランティア含め４０名で活動しています。
　「最初は竹林整備や耕作放棄地となった棚田の整備が目的でしたが、
今では、親子の体験学習まで行えるようになりました。一昔前まで当
たり前だった経験が今では難しい環境となっています。活動を通じて、
親子で自然と触れ合ってほしい」と話します。今回開催された夏休み
自然体験教室では、４４名が参加され、竹とんぼや水鉄砲、小鳥の巣
箱作りに励み、お昼には、流しそうめんやスイカ割りをしました。
　金澤さんは「現在、法人ではボランティアの高齢化が進んでいます。
まずは、体験教室等に参加していただき、若い方も活動に参加してく
ださい」と笑顔で話してくれました。

【参加者からの

コメント】

太田市からご家

族で参加した森
もり

 

栄
え い じ

治さん（45）

「貴重な体験が

できました。娘

も喜んでくれて

良かった」

(4 人分 )
◦ 玉ねぎ���� 1/2 個
◦ セロリ���� 1/3 本
◦ にんじん��� 1/2 本
◦ トマト����� 2 個
◦ 牛細切れ肉（鶏肉）

��������150g
◦ 豆（ひよこ豆、大豆、

トラ豆、白いんげん豆）
お好きな豆で OK 
���� ( 水煮 )200g

◦ 顆粒スープの素 
������ 小さじ１

◦ 水������ 600㏄
◦ シナモンパウダー 少々
◦ クミンパウダー� 少々
◦ カレー粉���� 少々
◦ すりおろしショウガ 

������ 小さじ１
◦ 塩、コショウ�� 少々
◦ パクチー ( 飾り用 ) 適宜

安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん
ま
」（
年
�
回
発
行
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高崎市吉井町上奥平　

金
か な

澤
ざ わ

　文
ふ み

雄
お

さん（69）

夫婦で営む「長谷川農園」では、キュウリやニンジンなどを栽培している。子供
たちに農業や食の大切さを伝える食育活動なども行なっている。
野菜ソムリエ、ベジフルビューティーセルフアドバイザー、フードトレーナー


